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甚礎生物学研究所のことを初めて知ったのが何時のことであったのかは定かではないが，私の中で

具体的なイメ＿ジができたのは，平成 5年 5 月に当時当部門におられた岡田消孝先生の肝J崩りで“基

生研セミナー＂のために初めて岡崎に訪れた時であった。その当時は夢想だにしなかったこととは言

え，平成 8 年 4 月より基礎生物学研究所に在籍することとなった。それ故，岡崎へ移って禾だ H も浅

いので，ここでは数年来の関心事であり，基礎生物学研究所でも引続き研究しているアサガオやマル

バアサガオの易変性変異 (mutable allele) に関する研究の現状と今後の展望について簡単に述べたい

と思う。

アサガオはアジア原産で，奈良時代に薬用植物“牽牛子＂として渡来し，江戸時代になると我国独

自の園芸植物として発展し，花色や化・葉などの形態に1関する種々の変界体が分離された。この変異

体の多さ故に，大正 5 年 (1916) l] 月発行の＂日本育種学会会報＂第 1 巻第 1 号第 1 頁の外山屯太郎

の論文を喘矢として，大正から昭和初期にかけて日本人研究者により精力的に古典逍伝学的研究も行

われた。なお，日本脊種学会は大正 9 年に日本遺伝学会と改称され，機関誌も·'遺伝学雑誌”となっ

たという。いずれにせよ，これらの古典逍伝学的研究の成呆として， 200 以上の辿伝子の大多数をマッ

プした連鎖地図も作成され，高頻炭で突然変異を起こす不安定な変異である易変性変異をもつ遺伝子

も約 20 程報告されている。これら易変性変異の不安定の原因因子としてトランスポゾンなどの可動遺

伝因子 (mobile genetic element)が想定されている。私自身は長らく大腸菌など原核生物の種々の可動

辿伝因子を手掛けた後に，高等植物のゲノム動態と逍伝子発現の関連に典味を移したこともあって，

トランスジェニックイネに導入したトウモロコシのトランスボゾン Ac/Os の挙動の解析と共に，アサ

ガオの易変性変呉，特に花色に関する易変性変異の同定と解析をテーマとして取り上げることにした。

花色に関する易変性変異は，花弁の器官形成時に花の色素であるアントシアニン生合成系辿伝子が

可動辿伝因子などにより DNA 再編成を伴う体細胞変異を起した結果，花弁は色素発現を行っている

細胞群と行っていない細胞群より構成されるキメラとなり，絞り模様（キメラ斑）が形成される。こ

のようなキメラ斑形成は，色々な植物で古典辿伝学的に研究されてはいるが，色素生合成系のどの遺

伝子にどんなトランスポゾンが挿入して易変性変異になったかといった分子論的研究はキンギョソウ

とペチュニアで行われているのみで， しかも後者の報告が出たのはごく最近のことである。一方，キ

ンギョソウに関しては19世紀末 (1890年代）にメンデルの法則の再発見者の 1 人 De Vr ies が研究し

た易変性変異の構造が1980年代後半になって明らかにされている。

我々はアサガオの花色に関する易変性変異のうちで，平質源内の'‘物類品熊"(1763) にも記載され，
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写真（口絵 9 参照）の説明 （A) 雀斑系絞り花アサガオ； （B) 吹掛け絞り花アサガオ； （C) 雀斑系絞

り花アサガオと条斑系絞り花マルパアサガオの種1/l]雑種（F 1 ハイプリッド）

(D) 獅了·牡丹花アサガオ

昭和 10 年代には詳細な古典遺伝学的研究が行われた“雀斑’＇（そばかす／flecked) 変異と呼ばれる

白地に有色のスポットやセクターをもつ絞り花（キメラ斑）を咲かせる易変性変異をまず最初にとり

あげた。白地に有色のキメラ斑は，アントシアニン生合成系逍伝子中でよく研究されているアントシ

アニジンまでの生合成に関わる酵素の構造迫伝子かその転写調節因子逍伝子の変異である可能性が高

いと考えられたが故である。事実，この雀斑系易変性変異の実体は， 6.4kb のトランスポゾン Tpnl

がアントシアニン色素生合成系の DFR （ジヒドロフラポノール 4 —レダクターゼ）遺伝子内に挿入さ

れた構造であり，絞り花は花弁形成時に Tpnl が DFR 逍伝子から転移脱離することにより生じるこ

とを， Tpnl が転移脱離するたびに生じる体細胞としてのフットプリント配列が次世代の生殖細胞復

帰変異体に伝達されることを指標にして証明した。さらに， Tpnl はトウモロコシなどでよく研究さ

れている En/Spm 類縁の因子であり， しかも内部に HMG ドメインを組込んだ DNA 型トランスポゾ

ンとしては披初の特殊形質導入型のトランスポゾンであった。なお，同じ雀斑系統の中でも，“時雨

絞り＂と呼ばれ花弁形成の後期に激しく絞る系統や，“染め分け’＇と呼ばれ花弁形成の早い時期に少

しだけ絞る系統が存在し，これらの絞り模様は，花弁形成時における Tpn] の DFR 辿伝子からの転

移脱離の頻度とタイミングによると考えられるので，この頻度とタイミングを決める分子機構を今後

解明していきたいと考えている。

アサガオの易変性変異には，他にも江戸時代に出現し，昭和10年代に古典逍伝学的研究が行われた

淡黄色地に紅色の霧を吹き付けたような斑点模様の花をつける“吹掛け絞り "(speckled) と呼ばれ

る変異が存在する。この斑点模様は体細胞変異によるキメラ斑とは考え難いが，同時にキメラ斑も生

じるので易変性変異と考えられている。最近，我々はこの斑点模様やキメラ斑は劣性の変異 speckled

と優性の specklcd-activator の両者の組合せにより生じることを明らかにし，さらに，劣性の易変性

変異 speckled には Tpnl の類縁因子が関与していると思われる結果も符られた。それ故，未解明の

斑点模様形成の分子機構に迫れるばかりでなく， Tpnl 類縁因子は園芸化されたアサガオゲノム中で

そのコピー数が増加しているので，江戸時代に分離された‘‘獅子牡丹＂などの多くの変異体にも

Tpnl 類縁因子がIJ.\l与している可能性も考えられる。

さらに我々はメキシコ原産のマルパアサガオの易変性変異“条斑”(flaked) の同定も試みている。

この易変性条斑易変は， 1917年に米国コーネル大学の実験農場（ちなみにトランスポゾンの発見者の
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B. McCl i ntock が同大学に入学したのは l919年である）の報告で記述されて以来，断絞的に幾人もの

研究者により取り 1こげられ，不完全優性（中間逍伝）やヘテロの状態で野性型遺伝子が変異型に変換

するなど，卯味ある対立迫伝子1iil相互作用（ allel ic i n teraction) を示す。ごく最近になって、この易変

性条斑易変に 1剥しても我々は有力な知見を得たので， 80 年越の疑問が近々解けるものと期待している。

以上の如く，我々は当面はトランスポゾンなど種々の可動逍伝因子の関与する DNA 再編成の組換

えと逍伝子発現の制御機構の解析を通して，ゲノム動態と迫伝子発現の関係を理解したいと考えている。
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